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方法 Sj（j = 1; 2;    ;M）を持つと考える．学生は到着課題の
ジョブクラス Ci に応じて，処理することができる学修方法 Sj
に課題を振り分ける．学生がある時点でこなした完了課題数を
mとし，m個目の課題を処理したサーバーを kとする．ここで，







j(m) = j(m  1) + !kjkmk (1)
となる．ここで，j(0) はサーバー j の初期課題処理率，mk
はサーバー k で処理された完了課題数であり，PMk=1mk = m
，（m  1）である．また，!kj はサーバー kj 間の相互成長を
表現するための重みとし，kmk は課題処理率の変動を表現す
るための変数である．本研究では，kmk の変動について次の
(a)～(d) の場合を考える．(a) S 字状成長曲線（ゴンペルツ曲
線）に従って増加する，(b) 停滞する，(c) 減衰率 dで減少する．
また，図 1 におけるサービス規律を課題への取り組み方として
捉え， 1FCFS（rst come rst served）， 2SSTF（shortest service
time rst）， 3LSTF（longest service time rst）， 4NDFS（nearest
deadline rst served），5RND ROB（round robin），6RND SSTF
（round robin with SSTF），7RND LSTF（round robin with LSTF），
8RND NDFS（round robin with NDFS）の場合を考える．
3 数値例
総課題出題数 T = 500，到着課題の種類 N = 3，課題の平均
到着率  = 1=48とし，学生には，C1，C2，C3 の課題が 1 : 1 : 1
の割合で到着するものとする．また，学生がとる学修方法は認知
心理学の分野における学習スタイルの観点 [3]より，浅い，精緻，
深いの 3つの次元で示すことができることから，M = 3とする．
このとき，課題のジョブクラス C1は全てのサーバー，C2はサー
バー S2 と S3，C3 はサーバー S3 のみで処理できるものとする．
また，!13 = !31 = 0:2，!21 = !23 = 0:5，!12 = !32 = 0:8，
!11 = !22 = !33 = 1:0 とする．ここで，学生にかかる初期負荷
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図 2より， 1～ 4のサービス規律の中で平均システム内課題
数に最も差がある 2SSTFと 3LSTFでは，こなした課題数が
500 個の時点で約 1.25 倍の違いが生じ，図 3 より， 1～ 4 の
サービス規律の中で１つの課題の処理に 100 時間以上かけてし


















65% の学生に自らの学習  学修行動を内省し改善させるきっか
けを与えることができた．今後の課題として，課題以外のジョ
ブ（自習，アルバイト，遊び，  ）を考慮し，ジョブの到着を
より具体的にすることなどが挙げられる．
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